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大川イチゴ収量アッププロジェクト（以下、プロジェクトという）は、２月

21 日に検討会を開催し、プロジェクト員の生産者４名と関係機関の担当者が

参加しました。 

プロジェクトは、栽培施設内の環境（気温や湿度等）モニタリングと生育診

断による収量向上を目指しています。普及指導センターは、本年度、プロジェ

クト員が自らスケールを用いて生育診断し、生育記録グラフを作成するととも

に、ＳＮＳ（ラインなど）で相互に情報交換する方法を提案しました。 

検討会では、プロジェクト員が生育を記録したグラフやイチゴの生育を見な

がら栽培管理について議論し、普及指導センターはプロジェクト員の生育デー

タに基づき、栽培管理について助言しました。 

プロジェクト員から「イチゴの生育を調査しグラフで記録することで、よく

観察するようになった。」また、「環境モニタリングに取り組む他地区のイチゴ

生産者との交流会で得た情報により、管理を変えたら生育が良くなった。」とい

う声が聞かれました。 

 普及指導センターは、環境モニタリングと生育診断により栽培改善に取り組

むイチゴ農家を支援することで、管内のイチゴ産地の収量向上を目指します。 
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